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もう皆さん、うんざりするほどコロナ関連
かんれん

の話題
わ だ い

を聞いておられると思いますが、この度
たび

の騒動
そうどう

はまだ沈静化
ちんせいか

と言える状 況
じょうきょう

ではありません。できれば今回の不動心は、あえてコ

ロナとは関係のない明るい話題
わ だ い

にしようかとも考えたのですが、先月にご案内
あんない

を送
そう

付
ふ

させ

ていただいた『合同月参法要会
つきまいりほうようえ

』（現在
げんざい

月参りをされているお家
うち

には送付していません）に

関して、嬉しいことがありましたので少し書かせていただきたいと思います。 

正直な所この法要を始めるにあたり、新しい行事でもあることですからあまり申込もない

のではないかと思っていました。しかし私の想像
そうぞう

をはるかに超
こ

えたご反響
はんきょう

をいただき、

皆様
みなさま

のご先祖
せ ん ぞ

様に対する想
おも

いにとても感銘
かんめい

を受けました。ぜひお盆
ぼん

の「せがき法要」や両

彼岸
ひ が ん

の「塔婆供養会
と う ば く よ う え

」と共に、これからの当寺院の行事として根付
ね づ

いて欲しいと思います。 

 

さて、そのコロナの自粛期間
じしゅくきかん

中に私がお寺に籠
こも

りながら、上記の件以外にもこれからの普

照院の為
ため

に色々考えたこと、活動したことを少しご報告させていただきます。 

１、墓園（舞子墓園
ま い こ ぼ え ん

）の参道掃除
さんどうそうじ

・補修
ほしゅう

を、寺族
じ ぞ く

一同で行いました 

私が平成 18 年に住職を拝命
はいめい

してから、まず行ったことが墓園
ぼ え ん

の整備
せ い び

でした。特に参道
さんどう

整備

に多額
た が く

の資金
し き ん

を投入
とうにゅう

し、数年かけて全ての参道の加工が終了しました。その時からそろそ

ろ 10 年近い月日
つ き ひ

が流れ、あちこちにひび割
わ

れ等の損傷個所
そんしょうかしょ

が出てきていましたので、今回

気づいた所から私自
みずか

らが補修
ほしゅう

をしました。しかしなにぶん素人
しろうと

加工ですので出来栄
で き ば

えはあ

まり良いものではないかもしれませんが、ご容赦
ようしゃ

下さいますようお願い致します。今後も

気づいた箇所から順番に補修していきます。 

２、お寺のチラシ作成・掲示板
けいじばん

の整備
せ い び

などを行い、掲示伝道方法
けいじでんどうほうほう

を再構築
さいこうちく

しました 

これまでは、檀
だん

信徒
し ん と

向けに発信
はっしん

するこの「不動心」

のみで他の布教活動を行ってきましたが、主
おも

にお

寺の前を歩いている方やご近所さん向けの布教

のためにチラシを新規作成しました。このチラシ

は、当寺院ホームページで見ることができます。 

またお寺の外にある掲示板の法語を、これまでの

ポスター貼
はり

付
つ

け式ではなく「黒板
こくばん

」化して、頻繁
ひんぱん

に法語の内容を安価
あ ん か

に変更することができるよ

うにしました。 

３、寺院
じ い ん

過去帳
かこちょう

の新規編纂
へんさん

を始めました 

以前
い ぜ ん

お伝えしておりました、寺院過去帳
じいんかこちょう

の整備事業
せいびじぎょう

を開始しました（5 年ほどかかります） 

４、合同月参法要会を企画
き か く

・開始
か い し

することにしました 

上記のように、7 月より開始しました。皆様の供養のスタイルに合わせてご利用下さい。 

令 和 2 年 7 月  

第 5 9  号  

発 行  普 照 院      不 動 心    



 - 2 - 

５、普照院【樽地蔵尊
たるじぞうそん

】のお札・新規御朱印
ごしゅいん

を思案中
しあんちゅう

です 

当寺院のご本尊様
ほんぞんさま

と合わせてお祀
まつ

りさせていただいている、『樽地蔵

尊』（右写真）という樽
たる

の上で祀
まつ

られているお地蔵様のお札
ふだ

と御朱印
ごしゅいん

を

思案中
しあんちゅう

です。このお地蔵様には、江戸時代のある逸話
い つ わ

があるのですが、

そのお話はまた後日
ご じ つ

にしたいと思います。とにかく、色々なお願いをか

なえていただける祈願
き が ん

地蔵尊です。正直
しょうじき

、私もこれまでこのお地蔵様

には色々お助
たす

けいただき、感謝
かんしゃ

と共にそれらのことを摩訶
ま か

不思議
ふ し ぎ

な感

じで捉
とら

えています。この樽地蔵尊は、平成 24 年に当寺院のお隣の薬仙

寺からお移りになられました。 

 

今回の自粛期間中、世間
せ け ん

と同様
どうよう

に不安
ふ あ ん

なこともたくさんありましたが普照院の未来
み ら い

につい

てゆっくりと考える時間を持
も

つことができました。また上記のような活動
かつどう

ができたのも、

これまでの皆様の法事
ほ う じ

やお参
まい

りでのお話の中に、様々
さまざま

なヒントがあったからこそです。 

これからも当寺院のために、色々なお知恵やご助言をお授けいただければと思います。 

 

今年は綺麗に咲きました！

   

開花中に寺前の掃除をして

いると、歩いている皆さん

から何度も声をかけていた

だきました。そして土日と

もなると、写真を撮られる

方々が何組も来られていま

した。 

毎年、6 月初旬から二週間

ほど咲き続けます。皆さん

も是非花見に来て下さいね。 

 

 

〔編集後記〕結局ほとんどコロナ関連の記事になってしまいました。早くもっと明るい話題を提供

できるような状況に戻って欲しいものですね。なお最後になりましたが、来月のお盆参りに関して、

コロナウイルス感染拡大防止の観点から延期をご希望の方は、遠慮なくご連絡下さい。  合掌 
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これからは、お寺もどんどん情報を発信します。 

     とくに次世代をになう、若い方々・お子様たちに教えてあげて下さい。 

http://fusyoin.com/

